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ご
み
減

ー
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
で
ご
み
四
割
減

i

六
月
一
日
か
ら
町
指
定
袋
に
よ

る
ご
み
収
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
当
日
の
六
月
一
日

に
は
、
町
職
員
も
ご
み
集
積
場
を

巡
回
し
、
ご
み
出
し
状
況
を
見
て

ま
わ
り
ま
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
ご
み
集
積
場
は
、

町
指
定
袋
(
ゴ
ミ
出
し
シ

l
ル
を

貼
っ
た
ゴ
ミ
袋
を
含
む
)
に
よ
る

ゴ
ミ
出
し
が
で
き
て
い
た
よ
う
で

す
。
ま
た
、
ゴ
ミ
の
量
も
見
た
目

に
、
ず
い
ぶ
ん
減
っ
て
い
る
よ
う
で

1
ν
h
~

。

" . 

で
は
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
減

っ
た
の
か
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
問
い

合
わ
せ
て
み
ま
し
た
。

職
員
の
説
明
に
よ
る
と
、
ス
タ

ー
ト
し
て
か
ら
一
週
間
の
ご
み
の

量
は
、
通
常
の
一
週
間
の
ご
み
の

量
の
六
割
程
度
に
減
少
し
て
い
た

と
の
こ
と
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
な
の
で

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
か
ど
う
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
現
時
点
で
は

減
少
傾
向
に
あ
る
。

さ
て
、
六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
町
指
定
袋
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
は

新
し
い
制
度
で
あ
る
た
め
、
出
し

方
、
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
清
掃
セ
ン
タ
ー
等
へ
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
の
内
容
を

「
ゴ
ミ

出
し

Q
&
A
」
で
ま
と
め
て
み
ま

し
た
の
で
、
ご
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

@~!A 

指定袋!とleJ:

どうじて壱名前き

書介怠ければいけ

怠いのです11'7

① 

ゴミ出じ12責任意ちつでちらう

意疎で名前をご記入いだだいで

おります丹、記入じでい怠いコミ袋

でち収集1eJ:いだじます。
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② 

指定袋12入ら怠いよう怠

大き怠コミIe}、コミ出じうーんを

直接貼~ttを安定 Ië}、指定袋をその

コミ!と<<ι/つtÎ~丹、貼~t>'じで

出じで〈だ古い。

指定袋12入tう怠いよう怠

大きちコミIe}、どうすれば

よいのですかっ

ピシ類き出すときの袋Ie}

指定袋で出さ怒げればいけ怠い

のですt>'?

③ 

ピン類き出すときの袋le}、

従来のコミ5袋で出じで〈ださい。

町
内
一
斉
美
化
清
掃

七
月
十
日
(
第
二
日
曜
日
)

は
、
町
内
一
斉
美
化
清
掃
の
日

で
す
。子

供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
地
域

の
美
化
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

あ
き
カ
ン
の

ポ
イ
す
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
/

-3 



一日
間
j

っ
た
水
田
営
農
活
性
化
対
策
は
、

二
年
目
を
迎
え
、
米
の

一
部
輸
入

自
由
化
の
決
定
や
、
五
年
産
米
の

大
凶
作
に
よ
る
米
不
足
等
、
大
変

難
し
い
状
況
の
中
で
実
施
さ
れ
ま

す
が
、
生
産
者
、
生
産
者
団
体
の

主
体
的
取
り
組
み
と
、
地
域
の
自

主
性
の
尊
重
を
主
眼
に
、
各
種
団

体
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

A
7

水
回
転
作
の
現
地
確
認
日
程
決
ま
る
，
・

ー
七
月
六
日
制
、

平
成
六
年
度
水
国
営
農
活
性
化

対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地
確
認

を
例
年
よ
り
約

一
ヶ
月
ほ
ど
早
く
、

七
月
六
日
、
七
日
に
実
施
し
ま
す

の
で
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次
の
点

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

一
、
平
成
六
年
度
水
田
営
農
活
性

化
対
策
事
業
確
認
票
を
農
事
組

合
長
さ
ん
に
事
前
に
配
布
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

で
い
ま
す
の
で
、
現
地
確
認
日

ま
で
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し

て
、
転
作
田
の
見
や
す
い
と
こ

ろ
に

一
筆
ご
と
に
設
置
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

二
、
転
作
実
施
水
田
の
変
更
や
、

新
た
に
転
作
を
実
施
さ
れ
る
場

合
は
、
役
場
産
業
課
へ
お
申
し

出
の
う
え
、
追
加
し
て
確
認
票

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
稲
不
作
付
け
水
田

. . 

七
日
制
の
一

一一看護iきiぃjに年経、すたに
中 r ........ r J..-" ( ， 一目 官 官， ， 
日，u，) 品〉 乙ー) c少、 ~ /J、 八一 <cト

しjしi計り汗(年 き、
まiてjっi面 1也果性 まも
すい討 て!積二樹作 すれ
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認i台i田j算5o:き栽 いし
票i 帳れこ i 入s~ み年 して
をlで、つi扱53三数 まい

設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
平
成
五
年
度
か
ら
始
ま

後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
わ
願
い
し
ま
す
。

な
お
確
認
票
の
設
置
等
に
つ
き

ま
し
て
お
分
か
り
に
く
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
課

(
含

六
六
1

二
二
二

二
・
有
線
二

一
六

二
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ミ

o
'し

現
地
確
認
日
程
は
、

hお
ね
り
で
す

O

-4ー

別
表
の
と

月日 現地確認対象地区名
ト一一一一一一一一

(三内地区)

問屋、狩場、日浦、音田、保免、和田丸、

惣田谷下、井内西、 土谷

7/6 
(J 11上地区)

司()
添谷、松瀬川音田、桧皮、三軒屋、原、横灘、

西組、宝泉、且之上、東中村、宮西、宮東、

中之町、下沖、上砂、竹之鼻、板戸、道向、

曲里、吉久

(=内地区)

徳吉、則之内、永野、ーケ谷、惣田谷上、

井内下、井内中、井内上、滑川上、滑川中、

滑川下、相之谷

ア/7

(ボ (J 11上地区)

水越、川筋、鳥の子、西之側、原沖、上海上、

下海上、猪之窪、上古市、下古市、西古市、

西中村、上之町、天神、市場、小坂、下之町、

高木、斉院之木、森、茶堂、北八幡、八幡



、.・

川
内
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
ほ

ど
団
長
と
し
て
十
五
年
間
も
の
永

き
に
わ
た
り
、
職
務
に
精
励
さ
れ

た
桑
原
貞
利
さ
ん
(
六
十
七
歳

・

下
古
市
)
が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
白
石
善
四
郎
さ
ん

(
副
団
長

・
五
十
七
歳

・
徳
吉
)

が
、
六
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
団
長

に
は
、
重
松
強
さ
ん
(
本
部
長

・

五
十
二
歳

・
茶
堂
)
が
、
同
日
付

で
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す。
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植
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地
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…
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v緑

あ

ふ

れ

る

一度

一

植
栽
対
象
地
は
、
次
の
よ
う
な
一

時

理

組

週

，

瓦

ヰ

一
効
果
が
期
待
で
き
る
土
地
で
あ
る
仰

畏

…

d
留

湯

町

、つ

く
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を

一
6
一

こ
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植
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囲
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て
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向
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W
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h
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d
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圃
・
圃
W
隣

¥
』

緑
化
樹
の
無
料
配
布
に
よ
り
、
緒
を
増
す
こ
と
が
期
待
で
き
仰

!
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地
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の
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と
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れ
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を

る
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F
1
1は
ma圃
恒
一
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w

時
閉
伊
似
嚇
れ
d
f
J
r
f
d園
開

ι」十
晶

深
め
、
緑
を
つ
く
り
、
育
て
、
楽
(
三
)
道
路
、
工
場
の
隣
接
地
等
仰

ニ
J
W慌
桃

川

幽

珊

づ

一

し
む
豊
か
な
心
を
培
う
と
と
も
に
、
の
環
境
が
悪
い
場
所
で
、

t

z
E
ニ

ョ

一一

回
融
聞
馴
君
-

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
ゃ
つ
く
り
を
推
進
境
の
改
善
に
効
果
が
期
待
で
刊

E
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J
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E
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¥
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る
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…

日町
二
b
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ア

』
圃
刷
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湖

ー同

(
凹
)
学
校
、
病
院
、
老
人
ホ
l

仲

盲
目
問

問

W
M
m
l
i吋

-f
f
掴
掴
開
門
間
膚
国
4

w

嘩

…
級

協

符

ー
仲

融

開

副

主

o事
業

の

資

金

ム

等

で

落

ち

着

き

と

安

ら

ぎ

付

2
4
判

明

J
Jわ
峨

wfh前園
圃
嗣
闘
掴
謂
4

こ
の
事
業
に
要
す
る
資
金
は
、
を
与
え
、
風
致
的
に
も
効
果
州

公

…

η
U
U怯

τι
剛
酷
軒
一

国
土
緑
化
推
進
『
緑
の
羽
根
L

募

が

期

待

で

き

る

。

一

劃
ヰ
吋
tww幽
細

担

金
運
動
に
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
募
金
(
五
)
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
一

仇
一
干
器
四
「
t

i

阻
司
酬
制
品
温

の
内
、
町
に
配
布
さ
れ
る
募
金
子
聞
の
形
成
な
ど
に
大
き
く
寄

ω

ニ

雨

、

時

人

組
問
凶
闘
謹
一

数
料
、
市
町
村
還
元
金
、
超
過
募
与
し
、
地
域
の
自
然
環
境
向
何

時
「

|
ド
l
脳

陣

量

盟

国

岡

-

金

を

充

て

ま

す

。

上

に

効

果

が

期

待

で

き

る

。

叩

ん

仇

川

内

町

で

は

、

平

成

四

年

度

か

…

什
d
w

ら
緑
あ
ふ
れ
る
町
守
つ
く
り
を
推
進

O
事

業

主

体

こ

の

事

業

の

実

施

を

希

望

さ

れ

刊

研

叫
す
る
た
め

「川
内
町
緑
の
ま
ち
づ
緑
化
樹
の
配
布
を
受
け
る
個
人
る
方
は
、
別
途
申
請
手
続
き
が
必
…

i
仲
く
り
奨
励
事
業
」
を
実
施
し
て
い
又
は
団
体
は
、
本
事
業
の
主
旨
を
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ

w

z、
時
ま
す
。
平
成
六
年
度
も
次
の
と
お
理
解
し
、
植
栽
後
は
植
栽
し
た
緑
と
は
、
役
場
産
業
課
産
業
振
興
係
仲

持

…
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
希
望
者
化
樹
を
十
分
管
理
で
き
る
者
と
し
(
含
六
六
i
二
二
二
一
了
有
線
二
一
…

j
e
ゆ

を

募

集

し

ま

す

。

ま

す

。

六

こ

ま

で

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

刊

5 
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川内スカッシュ ベスト3 砂

5/22 N H K杯愛媛県婦人ソフトボール大会

が開催され、川内スカッシュが第3位に入賞

しました。

準決勝では、新居浜の金子クラブに惜しく

も3対 2で敗れてしまいましたが、参加24

チームの中でベスト 3という快挙。おめでと

うございました。

ddzd力メ5
i樋郵ず レ:ポ'-f-

‘ヘルストロンが新しくなりました

健康センターにありましたヘルスト口ン

が、新しく左の写真の電子浴治療椅子に変

わりました。

病気の予防、健康の増進、疾病の治療に

効果があるそうです。ご利用下さい。

... 5/24水防演習
T 

水防活動を円滑に行い、洪水による水

害の発生を未然に防止するため、建設省、

愛媛県、重信川流域の市町村が集まり、

水防演習が行われました。

水防工法実施訓練、人命救助訓練など

本番さながらの緊迫した訓練でした。

6 



l西谷小学校お田植え式 i

お田植え式のプロローグ砂

農作業のかっこうがよく似合う校長先

生から、田植えの方法を聞いた後、三内

農協の高須賀さんの激励をうけ、いよい

よお田植え式です。

-7-

‘ア~冷たい/
先生方の指導を受け、水田に入る

が、足をとられて、すってんころん。

どろんこになりながら楽しそう。

子供たちにとって楽しかった田植

えであるが、この日までの準備がた

いへんであったろうと思う。

先生方、 PTAの皆さん、ごくろ

うさま。

I J 11上小学校
| 信川河川敷溝掃奉仕

‘6/6 Jl I上小学校の 4 年~6 年生約300人が青少

v 年赤十字活動の一環と して、重信川の河川敷

を清掃奉仕した。約 1時間の作業で見るまに

きれいになりました。

ごくろうさまでした。

a 



今
回
は
、
松
山
市
か
ら
若
者
が

来
て
田
植
え
を
す
る
と
聞
き
、
取

材
に
来
た
。
場
所
は
、
棚
田
の
み

ご
と
な
井
内
大
平
の
東
才
一
さ
ん

の
田
ん
ぼ
で
あ
る
。
六
月
五
日
の

日
曜
日
、
若
者
た
ち
は
来
た
。
男

性
は
、

T
シ
ャ
ツ
に
ジ
ャ

l
ジ、

短
パ
ン
姿
。
女
性
は
、
ト
レ
ー
ナ

ー
に
ジ
ャ

l
ジ
、
ひ
ざ
の
う
え
ま ~井内的お田植祭~

で
レ
グ
オ

l
マ
!
と
い
う
近
未
来

の
早
乙
女
た
ち
で
あ
る
。

早
速
、
水
の
張
ら
れ
た
百
代
田

に
恐
る
恐
る
入
り
、
苗
を
束
ね
て

ゆ
く
作
業
を
体
験
。
地
元
の
方
々

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
田
植
え

用
の
苗
束
を
作
っ
て
ゆ
く
。
若
者

た
ち
以
上
に
地
元
有
志
の
皆
さ
ん

の
方
が
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

苗
束
が
で
き
れ
ば
い
よ
い
よ
田

植
え
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
畦
に

小
豆
を
植
え
た
。
鍬
の
柄
で
畦
に

穴
を
あ
け
、
小
豆
を
数
粒
入
れ
て

ゆ
く
。
こ
こ
で
も
穴
が
深
す
、ぎ
る

と
地
元
の
方
か
ら
注
意
を
受
け
る
。

な
に
ご
と
も
経
験
で
あ
る
。

畦
に
小
豆
を
植
え
た
の
ち
、
豊

作
祈
願
祭
を
急
き
ょ
執
り
行
っ
た
。

田
ん
ぼ
の
隅
に
お
神
酒
と
お
供
を

お
き
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
。

お
神
酒
も
入
り
、
い
よ
い
よ
エ

ン
ジ
ン
全
聞
で
あ
る
。
縄
定
規
を

使
つ
て
の
手
植
え
に
よ
る
田
植
え

で
あ
る
。
横
一
列
に
並
ん
で
植
え

て
ゆ
く
。
地
元
の
方
は
、
縄
定
規

を
操
る
だ
け
で
田
ん
ぼ
に
は
若
者

、
だ
け
で
あ
る
。
苗
を
四
1
五
本
づ

っ
植
え
て
ゆ
く
人
、
十
本
以
上
ま

と
め
て
植
え
て
ゆ
く
人
い
ろ
い
ろ

で
あ
る
。
お
か
げ
で
田
ん
ぼ
に
模

他
領
選
ネ
V
ト
ワ
l
つ

今
回
の
井
内
お
田
植
祭
の
仕
掛

人
は
、
永
井
公
一
さ
ん
(
四
十
五

歳
)
で
あ
る
。

お
田
植
祭
を
思
い
つ
い
た
の
は
、

井
内
峠
附
近
に
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

場
が
で
き
る
こ
と
を
夢
見
る
若
者

た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
で
あ
る
。

若
者
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、

こ
の
企
画
が
生
ま
れ
た
。

米
作
り
を
し
て
み
た
い
と
い
う

若
者
た
ち
の
た
め
、
井
内
の
水
田

を
借
り
、
米
作
り
の
一
か
ら
体
験

さ
せ
て
い
る
。
田
を
す
い
た
り
、

く
ろ
が
り
を
し
た
り
、
苗
を
た
で

た
り
と
す
べ
て
の
農
作
業
を
体
験

様
が
で
き
ま
し
た
。

田
植
え
が

一
段
落
し
た
の
で
畳

さ
せ
て
い
る
。
す
べ
て
の
作
業
を

自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
た
い
と
い

う
若
者
た
ち
と
地
元
と
の
仲
介
役

を
永
井
さ
ん
が
買
っ
て
出
た
。

ん去、公井『氷

永
井
さ
ん
は
、

ρ

井
の
中
の
蛙
μ

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
こ
の
よ
う

な
交
流
を
通
し
て
井
内
の
よ
さ
を

再
認
識
し
、
そ
の
あ
り
方
を
考
え

る
よ
い
機
会
に
し
た
い
と
い
う
。

食
に
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で

焼
そ
ば
パ
ー
テ
ィ
。
地
元
の
方
と

話
が
は
ず
む
。

昼
食
後
は
、
残
り
の
田
植
え
を

し
、
全
農
作
業
を
終
え
た
。

お
田
植
祭
の
そ
の
後
は
、
山
菜

取
り
に
で
か
け
、
そ
れ
を
食
材
に

し
た
山
菜
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
盛
り

上
が
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
次
回
は

「
こ
ろ
が
し
」
に
来
る
と
い
う
。

真
撃
に
作
業
を
し
て
い
る
若
者
を

見
て
い
る
と
、
こ
の
交
流
が
続
く

よ
う
応
援
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

8 

永
井
さ
ん
は
、
松
山
に
就
職
し

コ
一
年
間
松
山
で
生
活
を
し
た
体
験

が
、
自
分
の
生
ま
れ
、
育
っ
た
井

内
を
再
認
識
さ
せ
た
と
い
う
。

永
井
さ
ん
は
、
こ
の
お
田
植
祭

の
ほ
か
、
ボ
タ
ン
祭
、
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
基
地
作
り
な
ど
、
各
方
面

か
ら
井
内
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

※
川
内
町
を
舞
台
に
生
き
生
き
と

演
技
(
活
動
)
し
て
い
る
役
者
さ

ん
(
人
)
を
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
き

の
よ
い
役
者
さ
ん
(
人
)
の
情
報

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
役
場
総
務
課
広
報
係

含
六
六

l
二
二
二
二
)

~ 
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〈第18固さっき花季展〉

第18固さっき花季展が去る 6月3日から 5日までの 3

日間、中央公民館ロビーで聞かれ、さっきを愛好する大

勢の人たちでにぎわいました。

また、'恒例となっていますチャリティーバザーも行わ

れ、売上金の一部が川内町社会福祉協議会ヘ寄附されま

した。

さっき花季展入賞者

1 問I 長 賞 品須賀 p疋i 噌 輝

2 文化協会長賞 山 本 重 喜

3 3義 長 賞 近 H漆 良E

4 事支 予守 長 主主 桑 原 !¥. 郎

5 商工会長賞 近 藤 ツヤ子

6 ぷz〉t、 f交 賞 高須賀 得 乎

7 金 賞 芦田古 芳 子

8 銀 賞 Ih コ キf ハスル

9 銅 2雪 芦白青 里子 J仁じh必、 俊
卜一一一ト一一一一一一句

10 努 力 賞 後 藤 男

11 主同官 L嬰 賞 府7kド 貞 オ主立ミこ， 久

12 ア イ デ ア 賞 j度 音日 展 久
ト一一一トー

13 苦労したで賞 j度 部 ハツエ

14 来年も頑張りま賞 高須賀 茂

第18回

川
内
さ
っ
き
愛
好
会

8
さ
つ
き
の
花
に
魅
せ
ら
れ
て
j

ー
ク
ル
紹
介

の
初
期
で
、
さ
っ
き
の
花
に
魅
せ

ら
れ
、
公
民
館
活
動
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。
以
後
、
中
央
公
民
館

の
ご
協
力
で
さ
っ
き
展
も
年
々
盛

大
に
な
り
、
開
花
期
の
こ
の
時
期

を
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
川
内
さ
っ
き
愛
好
会
の
メ

ー
ン
行
事
で
あ
る
さ
っ
き
花
季
展

で
は
、
展
示
会
の
ほ
か
に
即
売
、

競
売
会
を
実
施
し
、
そ
の
利
益

の
一
部
を
川
内
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
附
し
て
い
る
。

こ
の
花
季
展
の
ほ
か
に
、
花

後
と
十
月
の
年
二
回
、
整
校
講

習
会
を
開
催
し
、
技
術
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
毎
年
、
研

修
旅
行
を
実
施
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

入
会
ご
希
望
の
方
は
、

天
神

・
中
島
菊
政
(
含
六
六

五
四
六
七
)
ま
で

川
内
町
文
化
協
会

-9一

も
う
十
八
年
に
な
る
。

こ
の
さ
っ
き
展
の
開
催
回
数
が

川
内
さ
っ
き
愛
好
会
の
歴
史
で
も

ル
の
ス
ミ昭

和
五
十

一
年
四
月
一
日
、
十

九
名
で
発
足
し
た
川
内
さ
っ
き
愛

好
会
も
、
現
在
は
、
町
内
外
の
さ

っ
き
愛
好
家
四
十
三
名
の
大
所
帯

と
な
り
ま
し
た
。

発
足
当
時
は
、
さ
っ
き
ブ

l
ム

※「競技苗」
与えられたさっきの苗を 3年間丹精込め

て育て、 3年後にその枝ぶり等を競い合う

ものです。

光」

とは?

「日今年の競技苗



わが家α愛ド/ι
満 1)授を迎えられる赤ちゃんの

写真とコメントを募集します。

コメントには名前・住所・生年月日・

両親の名前・赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末

までに役場広報係まで送って下さい。
忌

(
下

沖

)

徳

野

歩

く

ん

次
男
(
六
月
二
十
八
日
生
)

ハU
人
・守
母
・
仁
美

食
欲
旺
盛
、
元
気
い
っ
ぱ
い
/

ち
ょ
っ
と
太
め
の
あ
っ
く
ん
で
す
。

満 1歳です/
(
保
免
)

佐

伯

カ

ナ
香

奈

ち

ゃ

ん

(
六
月
十
六
日
生
)

父
・辰

美

母

・
睦
子

お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
香
奈
で
す
。

笑
顔
の
ス
テ
キ
な
や
さ
し
い
女
の
子
に
な
れ

る
と
い
い
ね
f

みん砲の投稿欄
少し遅くなりましたが、婦人会総会に参加しての感想を

婦人会の会員さんより送っていただいておりますので、ご

紹介します。

川
内
町
婦
人
会

総
会
に
参
加
し
て

桜
満
開
の
四
月
十
日
、
川
内
町

婦
人
会
総
会
に
久
し
ぶ
り
に
参
加

し
た
。
沢
山
の
人
が
集
ま
り
、
信

条
唱
和
、
会
長
あ
い
さ
つ
と
続
き

来
賓
祝
辞
に
う
つ
り
、
何
か
と
お

忙
し
い
町
長
さ
ん
の
祝
辞
を
戴
い

て
感
激
す
る
。
最
後
に
ゴ
ミ
問
題

に
ふ
れ
ら
れ
、
町
長
さ
ん
が
あ
ん

な
に
熱
心
に
一
生
懸
命
ゴ
ミ
問
題

に
取
ゆ
く
ん
で
お
ら
れ
る
お
姿
に

町
民
と
し
て
私
達
も
頑
張
ら
な
き

ゃ
あ
と
新
た
に
心
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
る
。

今
や
ゴ
ミ
問
題
は
、
ど
こ
の
自

治
体
で
も
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。

自
治
体
だ
け
、
又
町
民
だ
け
で
片

づ
く
訳
も
な
く
官
民
一
体
で
一
人

一
人
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
き
な
問
題
だ
と
思
う
。
後
三
一
十

年
も
す
れ
ば
日
本
全
国
ゴ
ミ
の
山

と
な
り
、
人
聞
が
ゴ
ミ
の
中
で
暮

ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
目
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も
ボ
カ
シ
を

作
る
と
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
、
婦

人
会
で
も
作
り
、
皆
で
協
力
し
て

地
球
規
模
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
代
が
き
て
い
る
と
思
い
ま

す。
遠
い
幼
い
日
、
夏
休
み
が
く
る

と
ジ
ョ

l
レ
ン
片
手
に
バ
ケ
ツ
を

下
げ
て
真
黒
に
な
っ
て
ど
じ
ょ
う

を
す
く
い
に
毎
日
毎
日
行
っ
た
記

憶
が
あ
る
。

川
内
の
町
に
も
ホ
タ
ル
が
飛
び

交
い
、
ど
じ
ょ
う
が
泳
ぐ
き
れ
い

な
川
の
水
が
よ
み
が
え
り
、
子
供

達
に
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
る
町

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
婦
人
会
の
廃
油
石
け
ん

を
一
人
で
も
多
く
の
方
が
長
く
使

っ
て
下
さ
る
こ
と
が
願
い
で
あ
る
。

又
、
婦
人
会
一
会
員
と
し
て
最
大

の
理
想
で
あ
る
廃
油
石
け
ん
を
、

洗
た
く
に
使
え
る
粉
石
け
ん
を
作

り
た
い
も
の
で
あ
る
。
作
り
方
は

簡
単
で
あ
る
が
、
そ
の
機
械
代
百

五
十
万
円
也
が
頭
の
痛
い
問
題
で

必のヲ匂。今
を
生
き
る
私
達
が
青
い
き
れ

い
な
地
球
を
子
孫
に
残
し
て
や
る

の
が
一
番
で
あ
る
。
大
き
な
変
化

に
す
ば
や
く
対
応
し
て
子
を
た
ず

さ
え
て
皆
で
力
強
く
実
践
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

n
V
 

1
1
 

川
内
町
婦
人
会
員

T

-
K

女

四

十

一

歳

(
農
業
)
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「
ボ
カ
シ
」

っ
て

す
ご
い

y

「
今
ま
で
使
っ
て
い
た
コ
ン
ポ

ス
ト
へ
、
生
ゴ
ミ
を
入
れ
ボ
カ
シ

を
ふ
り
、
土
を
か
け
ま
し
た
。
次

に
ふ
た
を
あ
け
る
と
、
沢
山
入
っ

て
い
た
コ
ン
ポ
ス
ト
の
中
が
、
下

の
方
へ
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん

で
す
。
黒
い
小
さ
な
は
え
(
ノ
ミ

パ
エ
)
も
、
ほ
ん
の
少
し
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
。
ボ
カ
シ
っ
て
す

ご
い
で
す
ね
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
沢
山

聞
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

1
、
畑
の
土
を
掘
り
、
生
ゴ
ミ
を

入
れ
て
ボ
カ
シ
を
ふ
り
か
け
、

そ
の
上
に
土
を
五
セ
ン
チ
か
ら

八
セ
ン
チ
か
け
る
使
い
方

O
二
週
間
後
に
土
を
掘
っ
て
み
る

と
、
生
ゴ
ミ
は
な
く
な
っ
て
土

に
な
づ
て
い
た
そ
う
で
す
。

O
描
も
犬
も
来
な
か
っ
た
そ
う
。

O
な
す
と
な
す
の
聞
の
土
を
掘
り

生
ゴ
ミ
と
ボ
カ
シ
を
入
れ
る
使

い
方
も
な
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

O
畑
の
み
ぞ
を
掘
り
、
生
ゴ
ミ
と

ボ
カ
シ
を
入
れ
て
土
を
か
け
、

い
い
土
に
な
っ
た
ら
う
ね
に
も

ど
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

2
、
水
切
り
ベ
ー
ル
を
使
っ
て
畑

の
土
に
も
ど
す
使
い
方

O
三
角
か
ご
の
生
ゴ
ミ
を
水
切
り

ベ
ー
ル
に
入
れ
、
ボ
カ
シ
を
ふ

り
か
け
密
閉
し
て
お
く
。
こ
れ

を
繰
り
返
し
て
い
る
が
台
所
に

置
い
て
も
ち
っ
と
も
い
や
な
臭

い
が
し
な
い
。
ボ
カ
シ
を
ふ
り

か
け
る
と
生
ゴ
ミ
が
腐
ら
な
い

か
ら
不
思
議
だ
と
言
っ
て
ま
す

0

0
ボ
カ
シ
は
空
気
を
嫌
い
ま
す
の

で
、
水
切
り
べ

l
ル
に
生
ゴ
ミ

と
ボ
カ
シ
を
入
れ
た
後
、
ナ
イ

ロ
ン
等
で
お
お
い
手
で
、
ぎ
ゅ
っ

と
押
さ
え
て
お
く
。
生
ゴ
ミ
も

沢
山
入
り
ま
す
。

O

一
つ
の
水
切
り
ペ

l
ル
が

一
杯

に
な
る
と
、
そ
の
ま
ま
置
き
、

(
ね
か
す
と
効
果
的
)
も
う

一

つ
の
水
切
り
ペ

l
ル
を
使
う
。

二
つ
目
の
水
切
り
ベ

l
ル
が
一

杯
に
な
る
と
、
ね
か
し
て
い
る

水
切
り
ベ

l
ル
の
生
ゴ
ミ
を
畑

に
入
れ
て
土
を
か
け
る
。

O
こ
の
時
、
水
切
り
ぺ

l
ル
の
下

に
液
が
た
ま
る
。
こ
の
液
は
消

毒
(
ト
イ
レ
や
み
ぞ
)
に
使
う
。

又
、
作
物
の
液
肥
と
し
て
も
使

え
ま
す
。
ラ
ン
の
花
を
見
事
に

咲
か
せ
た
方
も
い
ま
す
。

3
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
う
場
合

O
水
切
り
ぺ
|
ル
で
ね
か
し
た
生

ゴ
ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

そ
の
上
に
土
を
か
け
る
。
こ
れ

を
繰
り
返
す
。
時
々
ス
コ
ッ
プ

で
切
り
返
し
を
す
る
。

O
二
一
角
か
ご
で
水
切
り
し
た
生
ゴ

ミ
を
毎
日
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入
れ
、

ボ
カ
シ
を
ふ
る
。
そ
の
ま
ま
だ

と
堆
肥
化
が
遅
く
な
る
の
で
、

十
日
目
こ
ろ
に
士
を
か
け
る
。

4
、
畑
の
な
い
人
の
場
合

O
ベ
ラ
ン
ダ
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
鉢

植
え
に
出
来
ま
す
。
下
の
写
真

を
み
て
下
さ
い
。
右
の
ボ
カ
シ

堆
肥
の
方
が
色
濃
く
、
茎
も
太

く
、
実
も
多
く
付
け
て
い
ま
す
。

味
も
い
い
と
か
、
楽
し
み
で
す
。

O
水
切
り
ぺ

l
ル
で
ね
か
し
た
生

ゴ
ミ
を
、
農
家
の
人
に
使
っ
て

貰
う
様
に
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
下
に
た
ま
っ

た
液
は
自
分
で
消
毒
用
と
し
て

使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

。
若
し
、
支
部
や
集
会
所
で
ボ

カ
シ
作
り
の
計
画
を
な
さ
っ
た
ら
、

気
軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

E
M
菌

と
糖
蜜
を
差
し
上
げ
ま
す
。
(
包

六

六

|
二
三

O
一
)
山
本
ま
で

会
員
研
修
旅
行

七
月
三
日
間
八
時
出
発

午
前
七
時
五
十
分
集
合

五
段
高
原
・
大
野
ケ
原
方
面

桜
学
級
七
月
十
八
日
間

午
前
九
時
三
十
分

土
居
町
の
江
口
徹
子
先
生
が

人
権
問
題
を
語
っ
て
下
さ
い
ま

す
。
心
に
し
み
る
お
話
が
聞
け

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ど
な

た
で
も
、
ご
参
加
下
さ
い
。

ボ
カ
シ
作
り
・
販
売

(
J
P
U
)

七
月
三
十

一
日

間

午

後

八

時

中
央
公
民
館

三
階
に
て

川
内
町
婦
人
会

間 O ( 竹 ( 宮 O 竹 2ぎ 宝 O す入 カ日 j 内11 脱
須資高 鼻之 須賀高 西 名義変 鼻之 復 。者五

入
屋. 西 泉 巽の 中月 者 町
j度退 シ高 ヤ高更 r~お TrυT q 北帰 動の 異 有
音E マ須

エヨ 須賀
須

須賀 里f は有 動
放送線、、、 ヨ賀 賀 次の 線放 の
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社
会
福

議
会
誌
よ
り

ー
平
成
六
年
度
敬
老
会
を
顧
み
て
l

永
年
家
族
の
た
め
社
会
の
た
め

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
懸
命
の
努
力

を
さ
れ
、
今
日
の
川
内
町
の
繁
栄

を
築
か
れ
た
大
先
輩
で
あ
る
高
齢

者
を
お
招
き
し
て
、
そ
の
労
を
ね

ぎ
ら
い
感
謝
す
る
敬
老
会
が
町
内

十
五
地
区
の
公
民
館
或
は
神
社
崇

敬
会
の
お
世
話
に
よ
っ
て
、
四
月

十
九
日
か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
で

の
聞
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
会
場
で
も
久
し
ぶ
り

に
会
う
で
あ
ろ
う
お
年
寄
り
の
顔

は
生
き
生
き
と
し
て
、
車
椅
子
で

こ
ら
れ
た
方
な
ど
は
子
を
握
り
あ

い
、
語
り
尽
き
ぬ
思
い
出
話
に
耽

っ
て
お
ら
れ
、
又
、
心
尽
し
の
お

料
理
に
ビ

l
ル
に
興
は
の
り
、
大

正
琴
に
耳
を
傾
け
踊
り
に
子
拍
子

を
合
わ
さ
れ
る
な
ど
な
ご
や
か
な

光
景
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
な
か

に
は
ビ
デ
オ
撮
り
を
し
て
い
る
会

場
も
あ
り
、
わ
じ
い
さ
ん
、
む
ば

あ
さ
ん
達
の
貴
重
な
記
録
と
し
て

子
々
孫
々
に
伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

. 
・

公
民
館
主
催
の
と
き
は
公
民
館

長
さ
ん
よ
り
懇
篤
な
ご
あ
い
さ
つ

と
感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
高
齢

者
も
ま
た
後
輩
を
い
つ
く
し
む
眼

差
し
で
館
長
さ
ん
の
こ
と
ば
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

神
社
崇
敬
会
が
実
施
さ
れ
た
と

き
は
、
拝
殿
で
神
前
に
額
づ
き
宮

司
さ
ん
の
祝
詞
に
合
わ
せ
高
齢
者

自
ら
の
長
寿
を
感
謝
し
、
地
区
の

発
展
を
祈
る
真
剣
そ
の
も
の
の
面

持
ち
で
あ
り
ま
し
た
。
な
か
に
は

公
民
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

毎
年
の
よ
う
に
宮
司
さ
ん
を
お
招

き
し
て
長
寿
祈
願
祭
を
行
っ
て
お

ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
更
に
大

正
琴
演
奏
の
冒
頭
に
「軍
歌
戦
友
」

の
合
奏
が
あ
り
、
六
こ
こ
は
お
国

の
何
百
里
離
れ
て
遠
き
満
州
の
赤

い
夕
日
に
:
:
:
の
曲
に
は
、
若
き

日
に
身
命
を
捧
げ
て
忠
君
愛
国
の

念
に
燃
え
た
頃
を
思
い
出
し
て
か

或
は
亡
き
戦
友
に
想
い
を
馳
せ
て

か
目
頭
を
押
え
る
わ
年
寄
り
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

「
敬
老
会
」
が
戦
前
は

「
尚
歯

会
」
と
い
わ
れ
て
い
た
当
時
の
お

年
寄
り
に
は
一二

つ
の
悩
み
が
あ
っ

た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

①
高
齢
に
な
る
と
病
気
が
ち
と
な

る
。
②
収
入
が
な
く
な
る
。
③
孤

独
と
な
る
。
で
あ
っ
た
が
今
は
老

人
保
健
法
で
療
養
が
十
分
で
き
、

年
金
制
度
で
お
小
遣
い
が
あ
る
、

孤
独
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
問
題

で
あ
る
が
、
人
は
一
人
で
は
生
き

ら
れ
ぬ
、
そ
こ
に
は
老
人
ク
ラ
ブ

や
独
居
老
人
友
の
会
な
ど
の
ιね
つ

き
あ
い
が
あ
り
孤
独
が
癒
さ
れ
る

と
い
う
福
祉
の
時
代
と
な
り
ま
し

た。
又
、
健
康
を
保
持
し
て
①
衣
服

を
自
分
で
脱
着
し
て
、
お
風
呂
、

ト
イ
レ
ヘ
自
分
で
行
け
る
、
②
自

分
で
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
(
ス
プ

-
ン
で
も
よ
い
)
、
③
補
聴
器
を

し
て
も
眼
鏡
を
か
け
て
も
人
と
談

笑
が
で
き
る
。
以
上
の
三
つ
が
で

き
る
と
人
生
が
最
高
に
楽
し
く
過

せ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
わ
身

体
に
気
を
つ
け
て
お
元
気
で
わ
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
区

長
さ
ん
、
主
事
さ
ん
、
婦
人
会
の

皆
様
の
心
か
ら
な
る
お
接
待
を
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

す。ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

丹

豊

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
仕
事
は
大

変
で
し
ょ
う
。
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
が
、
私
は
一
度
も
大
変
だ
と
思 子

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か

に
「
人
」
相
手
の
仕
事
で
す
か
ら

気
も
遣
い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
等

で
疲
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
も
心
地
よ
い
疲
れ
で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
人

と
の
心
の
触
れ
合
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
心
を
通
わ
す
難
し
さ

も
あ
り
ま
す
が
、
宣
口
、
び
は
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
く
ら
い
の
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。
こ
の
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
陰
で
多
く

の
方
た
ち
の
心
に
触
れ
、
川
一
子
、
び
、

そ
し
て
私
自
身
が
成
長
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

わ
年
寄
り
の
中
に
は
「
長
生
き

を
し
て
皆
さ
ん
に
世
話
を
か
け
て

申
し
訳
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
と
ん
で
も
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
敗
戦
後
の
日
本
を
現

在
の
豊
か
な
国
に
築
き
上
げ
た
の

は
、
ま
、
ぎ
れ
も
な
く
あ
な
た
た
ち

な
の
で
す
。
そ
し
て
知
識
と
経
験

の
豊
か
な
人
生
の
大
先
輩
で
す
。

ど
う
ぞ
ゆ
っ
く
り
と
老
後
を
楽

し
み
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

12 



Oプロフィール

第38回愛媛夏季大学
~心・技・体を極める~

「我が相撲人生」

北陣和春(元関脇願麟児)

ア月31日〈日〉午後8時 ~

川内町中央公民館大ホール
聴講券400円〈教育委員会・婦人会ヘ〉

堂々たる突っ張りとひたすら前に出る相撲で一時代を築いた名関取。昭和28年3月9日千葉県柏市で 2人姉弟の

長男として生まれる。昭和42年 5月の14才の時、 173センチ、 92キロの体で二所ノ関部屋ヘ入門し、同 5月場所

に初土俵を踏む。昭和49年1月場所、幕下連続全勝優勝の輝かしい記録とともに十両に昇進。 '20才までに関取

になったら賦麟児、それ以後だったら海山のシコ名にする」と、先代二所ノ関親方に言われていたが、念願だっ

た朕麟児を襲名できて 「新十両の番付に名前が載った時ほど嬉しかった ことはない」と。 十両入り 4場所の昭和

49年7月、十両 2枚目で12勝 3敗の優勝を飾り翌 9月場所に新入幕を果たす。 3場所連続勝ち越し、その 3場所

目に初敢闘賞、そ して4場所目には小結に上がり技能賞、続いて50年5月場所で 2度目の敢闘賞受賞とともに関

脇に躍進。 7月、 9月と連続勝ち越し、入幕以来 7場所連続勝ち越すという破竹の快進撃で、大関も目前と騒が

れるも、左ヒザを痛めて全休。十両へ落ちるもカンバックし、再び三役に返り咲くなど、ファンを魅了し続けた。

史上 2位の幕内在位、幕内出場と 11回の三賞受賞歴をもち、引退後は年寄北陣を襲名し、後進の育成指導に当る。

NHKの「サンデースポーツ」の相撲キャスター、テレビ朝日「相撲ダイジェスト」の解説を担当。

平成6年度公民館対抗バレーボール大会ご案内
-日 時 7月24日(日) 午前 8時開会式

(開会式は全チーム川内勤労者体育センター)

-場 所 川内勤労者体育センター(，部男女)

川上小学校体育館 ( 2部男女)

-主 催 川内町公民館連絡協議会・川内町教育委員会

-後 援 川内町体育協会

-競技方法 試合は 2部制で、各予選リーグ及び決勝トーナメントで行います。

各ブロックから 2チームずつ決勝ト ナメントへ出場

・各男女別ブロック

l部男 南方東、町西、前松瀬川、

則之内束、横灘団地、河之内、奥松瀬川、北方東

女則之内東、則之内西、北方西、横灘団地、南方西

南方東、北方束、河之内

2部男 町東、北方西、則之内西、南方西、井内、土谷

女 井内、町束、町西、前松瀬川、奥松瀬川、土谷

η
〈
リ



一国
民
年
金

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か

こんなときは~\す手続きを f
・手続きはお住まいの市町村役場へ・

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十

歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
は
、
国

民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

職
種
な
ど
に
よ
り
、
加
入
す
る

種
類
が
次
の
三
つ
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。

〔第
二
号
被
保
険
者
〕

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
方

〔第
三
号
被
保
険
者〕

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

〔第

一
号
被
保
険
者
)

第
二
号
被
保
険
者
お
よ
び
第
三

号
被
保
険
者
で
な
い
方

こ
の
う
ち
、
第
二
号
被
保
険
者

に
つ
い
て
は
、
勤
務
先
が
届
け
出

を
し
ま
す
の
で
、
ご
自
身
で
加
入

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
な
が
ら
、
第
一
号
被
保

険
者
わ
よ
び
第
三
号
被
保
険
者
の

方
は
、
ご
自
身
で
加
入
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
今
す
ぐ
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
町
村
役
場
で
加
入
の

手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
の
加
入
の
子
続
き
に
つ
い
て

の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国民年金の窓口へお問い合わせ下さい。

国

イ呆

国
保
と
交
通
事
故

交
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
で

も
国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

す
み
や
か
に
国
保
ヘ
届
け
出
を

国
保
で
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
必
ず
国
保
の
係
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
は
加
害
者
の
負
担

交
通
事
故
の
よ
う
に
第
三
者
の

行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
、

原
則
と
し
て
医
療
費
は
加
害
者
が

負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
国
保
を

使
っ
て
治
療
を
受
け
た
と
き
は
、

国
保
が

一
時
立
替
え
、
あ
と
で
加

害
者
か
ら
返
し
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

ー・・園田・・・・

た
だ
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を

受
け
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、

国
保
が
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
か
ら
、
国
保
へ
は
必

ず
届
け
出
て
、
必
要
な
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

14 

税

金
-・・・圃・・・・・圃

平
成
六
年
所
得
税

年
税
額
の
叩
討
を
控
除

平
成
六
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
特
別
減
税

は
、
平
成
六
年
分
所
得
税
の
納
税

者
に
対
し
、
原
則
と
し
て
、
そ
の

人
の
年
税
額
の

m
u
m
相
当
額
(
最

高
二

O
O万
円
)
を
、
納
付
す
べ

き
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。

な
わ
、
給
与
所
得
の
人
、
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
が
あ
る
人
、
事

業
所
得
が
あ
る
人
、
不
動
産
所
得

が
あ
る
入
、
退
職
所
得
が
あ
る
人
、

等
所
得
に
よ
っ
て
減
税
の
方
法
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と

は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

松
山
税
務
署

宮
⑪
九

一一一一

税
務
相
談
室

含
⑬
四
五
八
九



.・

相

百炎

V
女
性
の
人
権
問
題

電
話
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ

平
成
6
年

7
月
ロ
日
例

午
前

9
時
1
午
後

9
時

相
談
内
容
女
性
差
別
・
家
庭
問

題
等
女
性
の
人
権
問
題

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
(
無
料
・
秘
密
厳
守
)

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一

二
O
ー
O
二
五
l
五

五

O

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員

・

弁
護
士
・
法
務
局
職
員

催
松
山
地
方
法
務
局
・
愛

媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

援
愛
媛
弁
護
士
会

日

時

主後

V
特
設
人
権
相
談
所

の
開
設
に
つ
い
て

j
電
話
相
談
も
実
施

i

川
内
町
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
特
設
人
権
相
談
所
を
次
の

日
程
に
よ
り
開
設
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

A
7
年
度
は
、

「
人
権
モ
デ
ル
地 . . -・・闘-

区
」
の
指
定
を
受
け
、
人
権
擁
護

活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
活
動
の

一
環
と
し
て
相
談
日

(第

一
月
曜
日
)
に
限
り
、
臨
時

電
話
を
設
置
し
、
電
話
相
談
も
実

施
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
中
で
高
齢
、
女
性
、

子
供
、
障
害
等
に
よ
る

「
い
や
が

ら
せ
」
や
「
い
じ
め
」
等
人
権
問

題
な
ど
で
相
談
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
御
利
用
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

日
程

7
月
日
日
、

8
月

1
日、

9
月
5
目
、
日
月

3
日、

日
月
7
日
、
ロ
月
5
日、

1
月
9
日

2
月
6
日

3
月
6
日

場
所
川
内
町
中
央
公
民
館

時

間

午

前

日

時

1
午
後
3
時

電
話
番
号
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O

一
二
O
|
七
七
二
|
七
七
三

有
線
電
話
六
O
一
O

※
電
話
相
談
は
、
相
談
日
以
外
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

一も
よ
お
し

一

V
刑
務
所
作
業
製
自

展
示
即
売
会
開
催

全
国
の
刑
務
所
で
は
、
社
会
復

帰
を
目
指
し
て
各
種
作
業
に
励
ん

で
い
る
数
多
く
の
人
達
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
の
成
果
で
あ
る

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
社
会
の

人
々
に
広
く
紹
介
し
、
矯
正
行
政

に
対
す
る
ご
理
解
を
得
る
た
め
、

次
の
と
お
り
刑
務
所
作
業
製
品
展

示
即
売
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

催
物
名
四
国
矯
正
展
・
刑
務
所

作
業
製
品
展
示
即
売
会

平
成

6
年
7
月

μ
日
刷

午
前
9
時
l
午
後
3
時

重
信
町
見
奈
良

一
二
四
三
ノ

二

松
山
刑
務
所

E
O
八
九
九

六
四

l
三
三
五
五

各
種
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、

書
棚
等
の
木
工
家
具
、

藤
製
品
、
紳
士
靴
、
漆

器
類
、
味
噌
、
醤
油
、

そ
の
他
小
物
類
等
多
数

日

時

士暴

所

即
亮
品

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
・
-
-
-
-
-

V
エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室

我
が
国
の
エ
イ
ズ
患
者
・
感
染

者
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
、
感
染
予
防
の
行
動

を
取
ら
な
け
れ
ば
誰
で
も
か
か
り

う
る
病
気
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
松
山

中
央
保
健
所
で
は
、
住
民
の
皆
様

に
「
エ
イ
ズ
に
関
す
る
正
し
い
知

識
」
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
毎
月
第
二
月
曜
日
(
午
後

三
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
)
に

「
エ
イ
ズ
な
ん
で
も
情
報
室
」
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
話
題
の
エ
イ
ズ
最
新
情
報

を
提
供
し
ま
す
の
で
、
わ
友
達
を

お
誘
い
の
う
え
、
お
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

時

毎

月

第

2
月
曜
日

午
後
3
時
半
か
ら

5
時

松
山
中
央
保
健
所

医
師
な
ど
の
専
門
家
に

よ
る
講
義
、
ビ
デ
オ
上

映
な
ど

次
の
所
へ
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
七
九

O

松
山
市
北
持
田
町

一一
二

二
番
地

松
山
中
央
保
健
所

保
健
予
防
課
予
防
係

2
0
八
九
九

四

一
|

一
一
一一

(
内
線
二
六
O
)

日内場

容 所

申
込
先

一董
思
の
灯

H

赤
十
字
募
金
H

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
五
月
を

中
心
に
社
員
増
強
運
動
期
間
と
し

て
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
川
内
分
区
に

お
き
ま
し
で
も
、

A
7
年
度
の
目
標

額
を
上
回
る
、
百
三
十
八
万
八
百

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆

様
の
温
か
い
善
意
に
対
し
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
運
動
期
間
中
、
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
格
別
の
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
、
区
長
さ
ん
、
婦
人
会
支

部
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、
川
内
町

赤
十
字
奉
仕
団
役
員
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
川
内
分
区

社
資
募
金
報
告

-・・圃・・・・・・・

志
百
ハ

。
ホ
境
ロ百

三
十
八
万
八
百
円

(
内
訳
)

一
般
社
資

百
七
万
一
千
八
百
円

法
人
社
資三

十
万
九
千
円

集
ま
っ
た
募
金
は
、
日
本
赤
十

字
社
愛
媛
県
支
部
へ
送
金
い
た
し

宇
品
?
し
れ
~
。

「ヘ
υ



平成6年度基本健診・肺がん結核レントゲン検診・女性健診日程

月 日 地 区 場 所 受付時間
一 一一一

7月 7日(木) 井 内 井 内 公 民 長官 午後 3:00~ 7:00 
一 一一一

7月 8日働 i可 之 内 河之内公民館 午後 3:00~ 7:00 

7月 11日(月) 則之内東 刀1 里子 集 JZK Z 所 午後 3:00~ 7:00 

7月 12日伏) 則之内西 則之内西 公 民 館 午後 3:00~ 7:00 

滑 J1! 滑川生活改善センター 午後 2:00~ 4:00 
7月 13日(7J，)

士 '小仁1 土 '小口l 公 民 長官 午後 5:00~ 7:00 

7月 14日(木) 奥松瀬川 奥松瀬川公民館 午後 3:30~ 7:00 

7月28日(木) 北 方 東 ::ft 方 公 民 長官 午後 3:00~ 7:00 

7月29日働 ::ft 方 西 西中村集会所 午後 3:00~ 7:00 

8月 1日(月) 南 方 東 南方東公民館 午後 3:00~ 7:00 

8月 2日(火) 南 方 西 τEと3 久 集 ぷz〉=、 所 午後 3:00~ 7:00 

横灘団地 横灘団地公民館 午後 3:00~ 4:00 
8月 3日付。 ーーー ーー・ ・・ ・ a ・ a ・・・ a ・ a ・・ ー ・ - - ....併合唱 ・

前 松瀬川 前松瀬川公民館 午後 4:30~ 7:00 

8月 4日(木) 回I 西 健康セ ン タ 午後 3:00~ 7:00 

8月 5日(釦 四T 東 健康 セ ン タ 一 午後 3:00~ 7:00 

9月 2日樹 未受診者健診 健康 セ ン タ 一 午後 3:00~ 7:00 

1 . ちえI ~ごみ ワ月ごみ収集計画表 電話 66-4989
清掃センター

有線 3130 
収集曜 日 収 集 I也 域 収集日又は収集変更日

東谷 ・西谷(井内を除く)

土谷 ・滑川・天神 ・鳥の子 ・横灘団地 変更なし
ーーー ・・ ・ -_.. 一一宇 ・・ E ・ E ・・ ・・・ ・ a ・ a ・・--- - -・ ・・ ・ a ・ a ・・・ 4匹・..ー

井内

北方 ・南方
変更な し

奥松瀬川

前松瀬川(鳥の子を除く)
変更なし

町筋(天神を除く)

2. ~ぇ，怠いごみ ・ 資源ごみ

収 集 地 域 ガフス ・空ピン類 空き缶等金物類 資源ごみ 粗大ごみ
東杏 ・西杏(井内を除く)

7月11月(月) 7月25日(月) 次回収集予定 次回収集予定 |
ぽ鳥の子棚田地

方・南方 ・奥松瀬川 7月12日(火) 7月初日 (火) 8月 9月
松)事~Jl I (鳥の子を除く)

7月13日(水) 7月27日(水)町筋(天神を除く)

井内 ・土奇・滑川 7月14日(木) 7月28日(木)

く>新聞・ダンボール・ビン・雑誌・布は資源ごみです.'0

ρ
h
u
 



康
守
つ
く
り
と
し
て
ヘ
ル
シ

l
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
に
つ
な
が
り
や
す
い

骨
組
軽
症
に
つ
い
て
や
、
楽
し
く

で
き
る
運
動
な
ど
、
異
っ
た
テ
ー

マ
の
お
話
と
調
理
実
習
で
、
頭
と

体
を
使
っ
て
勉
強
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
友
達
と
い
っ
し
ょ
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ヘ
ル
シ
l

セ
ミ
ナ
ー

ー
健
康羽
つ
く
り
は

食
事
か
ら

i

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
何
か
実

行
し
て
い
ま
す
か
?
健
康
セ
ン

タ
ー
で
は
、
だ
れ
で
も
で
き
る
健

ワ月健康センターだより

日 程 内 宅にら手

7月12日制
あなたの食生活チェ
ック

8月 2日(火)
骨粗怒症を予防する
ために

10月4日例
100Kcalの間食と

100Kcalの運動

11月 1日同
成人病の実態を知ろ

7 

11月29日(火)
みんなで健康食づく
り

6日以} リハビリ教室 「遊びりでーしょんつ 」 (健康センター)

7日(木) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診 (井内公民館)

8日(jf) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診(河之内公民館)

11日(月) 胸部レン トゲン検診、基本健診、女性健診 (永野集会所)

12日仏:) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診(則之内西公民館)

ヘルシーセミナー (健康センター)

13日体) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診

(滑川生活改善センター) (土谷公民館)

14日(木) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診(奥松瀬川公民館)

158 むを) こころの健康相談 (健康センター)

22日(/t) 1歳 6カ月児健康診査 ・3歳児健康診査 (健康センター)

28日(木) 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診 (北方公民館)

29白幽 胸部レントゲン検診、基本健診、女性健診 (西中村集会所)

毎週月曜臼 不用犬買い上げ (健康センタ ー)

毎週水曜日 健康相談 ・栄養相談 (健康センター)

母子手帳交付 ・妊婦健康相談 (健康セ ンター)

機能回復訓練 (ガリラヤ荘)

ト一一

き話番医

3 8 (日) 八木耳鼻咽喉科皮膚科(牛淵) ft 64-5400 

10日([l) 藤石病院(志津川) ft 64-1234 

17日(日) 国立療養所愛媛病院(横河原) ft 64-2411 

24日(日)l西本整形外科 ( 醐 ft 64-1611 

31日(日) 西村内科(志津川) ft 64-2461 

戸
籍
の
窓

(
五
月
受
付
分

・
敬
称
略
)

大

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

横 f呆 茶 高 上 井 マ川 佳
j難 堂 / 

地団 団
内 ン

ヨ
所

3 免 士也 木 砂 中 ン内

坂 中目 神 車田 門 東 J度
保

本 原 里子 J11 田 透
護

住 良 彰 秀 泰 尊

日百 広 夫 明 r台 晃 敏
者

長 長 長 長 長 長
続

男 女 男 女 女 女 男
柄

亮;有ゅ 夏草 春2美み 啓けL、
名

稜2
/ノ¥l すけ里り 実み 風か 咲;太た 前

6 6 6 6 6 6 6 
生

5 5 5 5 4 5 4 年月

22 12 15 1 28 2 19 日

実
ご
め
い
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

訴
~、

西 斉 ホ反 西 方庁き、て

院 恵 f主

之
之 ホ

高且 木 戸 {則 堂 ム
所

友 名 大 藤 守炉ム与ー.

氏
久 笠 佐

j宰 越 f呆 井 原 美

友 豊 茂 孝
キ 名

市 子 雄 正 コ三 J台

69 82 74 81 85 52 齢年

6 6 6 6 6 6 死
亡

5 5 5 5 4 4 年
月

30 29 18 17 28 30 日

友
越名

大 藤 武 *で，
世

j皐 久 井 田 佐

f戊塁 孝 美 守tま7きム

友 正 孝
主

市 J告 雄 昇 良E 治

円
/
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蓄
積
展
の
霞
郁
と
し
て
賑
は
へ
り

渡

部

栄

樹

恋
初
め
し
人
の
ハ
ン
カ
チ
真
白
な

り

田

中

笹

子

更
衣
マ
マ
う
き
う
き
と
イ
ヤ
リ
ン

グ

菅

野

美

岬

農
薬
を
使
は
ぬ
畑
や
夏
の
蝶

大

下

典

子
11111111111111111111111111111111111111 

湯
の
里
に
湧
く
タ
霊
や
河
鹿
宿

樋

口

史

子

五
月
雨
や
峡
の
底
鳴
る
水
の
音

渡

部

束

穂

閑
散
と
し
て
校
庭
の
花
は
葉
に

芦

田

幸

子

夕
焼
の
中
や
子
の
影
母
の
影

戒

能

多

喜

傍
ら
の
ベ
ン
チ
に
眺
む
藤
の
花

渡

部

五

月

山
あ
ひ
の
緑
の
風
に
散
る
牡
丹

領

家

節

子

デ
パ
ー
ト
の
新
茶
亮
り
子
の
弾
み

声

宮

崎

悦

子

草
笛
の
甘
き
哀
し
き
日
暮
か
な

佐

伯

芳

女

銀
婚
に
届
く
祝
ひ
や
五
月
晴

菅
野
美
代
子

三
ツ
編
み
を
結
ぶ
リ
ボ
ン
や
風
薫

る

宇

和

川

悠

起

残
照
に
塗
り
し
ば
か
り
の
畦
光
る

渡
部
て
る
み

突
堤
に
並
ぶ
釣
竿
夕
焼
く
る

池

川

蝿

谷

日
間
同
百

新
緑
の
滴
リ
川
は
草
木
染
め

近

藤

十

歩

小
石
で
も
岩
に
な
り
た
い
時
も
あ

る

平

岡

深

舟

流
し
目
を
う
け
て
ド
ッ
キ
リ
頬
染

め

る

田

中

若

峯

新
緑
の
香
り
に
乗
っ
て
来
る
花
粉

田
野
岡
田
州

. . . 

大
小
の
岩
を
配
し
た
苔
の
庭

渡
部
佐
久
良

新
緑
へ
森
林
浴
が
効
く
つ
も
り

高

岡

艶

女

荒
波
が
つ
く
る
奇
岩
で
人
を
呼
び

山
本
ひ
ろ
志

流
れ
星
私
の
願
い
間
に
合
わ
ず

佐
々
木
胡
舟

新
緑
へ
香
り
と
共
に
深
呼
吸

佐

伯

一

裳

雨
だ
れ
が
岩
に
刻
ん
だ
自
然
の
美

高

橋

五

陽

絵
の
様
に
映
る
新
緑
面
河
渓

篠
森
美
登
里

新
緑
を
着
て
若
作
り
す
る
お
山

山

本

紫

芳

新
緑
に
す
る
に
五
月
と
言
う
絵
筆

高
瀬
喜
撰
亭

七
月
例
会
ご
案
内

七
月
二
日
目
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
応
援
②
長
雨
③
迎
え

ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
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